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、また価値が高みに達していること


















































ハンセンが新聞（Lauenburgischen Kirchen- und Schulblatt）に発表した、教会改革のための 95 のテー
ゼ（Stimulti et clavi）に、牧師ハインリッヒ・モーゼルが批判的な論説を発表、そこから両者の交流が始
まり、団体の立ち上げに向かう。1918 年 10 月 9 日、創立集会が催され、雑誌「高教会」の発行と連盟
の活動プログラムが示された。この連盟内には二つの方向性が存在した。すなわちそれぞれの領法教会の
共同体の刷新と、異なる教会や教派とのエキュメニズム運動を構成することであった。この二つの方向性
の対立は、年々激化し、エキュメニズム志向の強いメンバーが分離して、1924 年に「高教会 - エキュメ
ニズム同盟」を設立した。この同盟にはそれまで高教会連盟に参加していなかった新たなメンバーが加わ
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